






































(昭和 5 8 年 4 月 ~I昭和 5 9年3丹〉
昭和 58年 5月7日 (財) 学校教育研究所
小島弘道 「ソビエトの非行問題」
大石勝男 「学校のかかえている生徒指導の問題について J









昭和 58年 9月3日 (財〉 学校教育研究所
丸山義王 「児童理解と授業の改造」
酒井澄利 「特別区における 59条撤廃にともなう事務受け入れj
昭和 58年 10月 15 B (財) 学校教育研究所
堀井啓宰 「学校施設に関する調査研究J
昭和 58年 11月5日 (財〉 学校教育研究所
山田)1原子 「親になるための準備教育についてJ
木間一明 「学校評価についての話題提供」
昭和 58年 12月25日 東京農林年金会館
中留武昭先生 「わが国戦後の学校経営の系譜J
























本会の会去十年度は， .1)1 1日に始まり，翌年 3月末日に終わるものとする。また，会費は
3，000門とする(名誉会員を除く)。
第 7条(紀要〉








2 本会員日は，昭和 54年 4月1日より施行する 0

























さて y 本年は 1-学校経営研究」も第10巻という節百を迎えますO この10年間に会員各位が取り組
まれてきた研究テーマは?学校経営そのものの性格を反映して?きわめて多様かつ拡散的でありま
す。それにはそれなりの意味がありますが，このあたりで大塚学校経営研究会の存在意義をかけて?
「学」としての教育学一一学校経営の成立の根拠を問うことが必要のように忠います。編集委員会
で、は?このような方向で?第10号を誕生させたいと考えております。みなさんの編集方針に関する
御意見をぜひお寄せください。(宇留田)
? ?
